
　

２
月
22
日
、ソ
ラ
リ
ア

西
鉄
ホ
テ
ル
で
、第
５
回

中
央
委
員
会
を
開
催

し
、中
央
委
員
・
特
別
中

央
委
員
ほ
か
、約
60
名

が
出
席
。第
４
回
中
央

委
員
会
で
提
起
し
た「
西

鉄
労
組
22
春
闘
方
針
」

を
原
案
ど
お
り
決
定
す

る
な
ど
、す
べ
て
の
議
案

を
満
場
一
致
で
決
定
し

た
。西
鉄
労
組
は
、こ
の

方
針
に
基
づ
き
、た
た
か

い
を
す
す
め
て
い
く
。

　

私
鉄
総
連
は
、２
月
２
日
、第
３
回

拡
大
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、今
夏
の

第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
、

前
衆
議
院
議
員
の「
辻
元
清
美
」氏
を

準
組
織
内
候
補
予
定
者
と
し
て
推
薦

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。「
辻
元
清
美
」

氏
は
、私
鉄
総
連
組
織
内
議
員
で
あ
っ

た
渕
上
貞
雄
参
議
院
議
員（
西
鉄
労
組

出
身
）の
勇
退
以
降
、私
鉄
総
連
の
政
策

推
進
を
一
手
に
担
い
、私
鉄
の
政
策
・
制

度
要
求
実
現
に
多
大
な
る
貢
献
を
重
ね

て
き
た
。西
鉄
労
組
も
、第
５
回
中
央

委
員
会
で
、総
連
の
決
定
を
追
認
す
る

こ
と
と
し
、今
後
、政
策
・
制
度
要
求
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。

第
５
回
中
央
委
員
会

1面

1面

1面

「西鉄労組22春闘方針」決定　第５中

総連、「辻元清美」氏を準組織内候補予定者に

22春闘トピックス（要求書提出・団体交渉など）

２面

２面

２面

22春闘作品展
分会トピックス
（電気・エンジニアリング・柳川乗務）
「森屋隆」参議院議員EVバス視察

「
西
鉄
労
組

 

22
春
闘
方
針
」決
定

西
鉄
労
組
も

追
認
を
決
定

■
開
催
日
：
2
月
22
日（
火
）　
■
場
　
所
：
ソ
ラ
リ
ア
西
鉄
ホ
テ
ル

　２月14日（月）、22春闘の要求書（賃金・年間臨時
給に関する要求書、産業別最低賃金に関する要求
書、非正規雇用労働者の賃金引き上げに関する要
求書）を会社に提出した。
　その後、第１回団体交渉をおこない、組合の基本
的な考え方を示すとともに、月例賃上げ要求
6,500円（定昇相当分5,000円＋ベア分1,500円、
国際物流事業本部はベア分1,500円要求）の根拠を説明。組合は、「依然として厳しい環境の
中、懸命に職務を全うし生産に協力している組合員に対する労働の対価として賃上げが必要」
と訴え、「人への投資」の必要性を強く主張した。これに対して会社は、「運輸部門やホテル部門
などの業績回復への道のりは険しい」と主張し、賃上げに慎重な姿勢を示した。

※
決
議
内
容
の
詳
細
は「
か
べ

新
聞
第
５
号
」参
照（
分
会
掲

示
板
、イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
西

鉄
労
組
掲
示
板
に
掲
載
）

▲要求書を提出する古賀執行委員長（左が組合側）▲要求書を提出する古賀執行委員長（左が組合側）

▲質問する有森中央委員（アイランドシティ）▲質問する有森中央委員（アイランドシティ）▲「辻元清美」氏▲「辻元清美」氏

檄布

▲

（東武鉄道さん）
檄布

▲

（東武鉄道さん） ▲交流ステッカー（小田急労組さん）▲交流ステッカー（小田急労組さん）

▲動画の一コマ（片江分会）▲動画の一コマ（片江分会）
▲動画はコチラ▲動画はコチラ

　２月18日（金）、第２回団体交渉をおこなった。冒
頭、古賀執行委員長は、「コロナ禍の中、組合員は
『安全・安心』を確保しつつ、昼夜を問わず懸命に
生産に協力している。組合員のたゆまぬ努力に
対する『人への投資』は重要」と主張した。その後、
会社から、“修正”第15次中期経営計画のフォ
ローアップ、各部門の経営状況、2021年度決算
見込みなどについて説明を受けた。 ▲挨拶を述べる古賀執行委員長▲挨拶を述べる古賀執行委員長

　22春闘における私鉄大手組合間の団結強化の取り組
みの一環として、小田急労組さんから檄布と交流ステッ
カーが、東武鉄道労組さんから檄布が組合本部に届いた。
アツい想いがこもった檄布は組合本部の正面入口に掲
げ、22春闘を盛り上げるステッカーは各分会に配布した。
　離れていても心は
一つ！22春闘勝利に向
け、私鉄組合員が一丸
となって、ともにがんば
りましょう！

　西鉄労組青年女性協議会は、組合員の団結を強化し職場からの闘争態勢構築につなげる
ため、各分会の青女協役員の協力のもと、「22春闘激励動画」を制作。動画は西鉄労組外部
ホームページに掲載しているので、是非ともご覧いただき、各分会のアツい想いを受け止め
ていただきたい！

　２月23日（水）から25日（金）にかけて、賃金引き上げ要求および産別最賃改定要求につい
て、22春闘ストライキ権確立投票を実施。結果、賃金92.7％、産別最賃91.7％と、高率のスト
権を確立した。組合は、組合員の強固な団結力の証である高率のスト権を背景に、最後まで
粘り強くたたかいをすすめていく。

※22春闘の情報については「春闘速報」および「春闘ニュース」を参照
（分会掲示板・イントラネットの西鉄労組掲示板に掲載）

私鉄総連、「辻元清美」氏を
第26回参院選準組織内候補予定者に

要求書を提出し、要求根拠を説明Topics① 高率のスト権確立、賃金92.7％、産別最賃91.7％Topics④

私鉄の仲間から激励の檄布とステッカー届くTopics⑤

青女協、22春闘激励動画制作Topics⑥

会社、各部門の経営状況など説明Topics②

　２月22日（火）、第５回中央委員会終了後、延期
していた「22春闘勝利決起集会」を開催。冒頭、
古賀委員長より、「組合員のたゆまぬ努力に報い
るため、会社に『人への投資』の必要性を訴え、職
場組合員と一体となって、たたかいを展開してい
く」と挨拶があった後、森書記長が22春闘の情勢
を報告。そして、各部門を代表して３名の分会長
（自動車：真名子分会長、鉄道：岡本分会長、兼業：
宗分会長）から、職場の取り組み報告と決意表明
があった。最後に、発声を控えたうえで、全体で
「団結がんばろう」をおこない、22春闘勝利に向
けてさらなる団結強化を誓い合った。

▲決意を述べる真名子分会長（左上）、
岡本分会長（右上）、宗分会長（下）
▲決意を述べる真名子分会長（左上）、
岡本分会長（右上）、宗分会長（下）

春闘勝利決起集会でさらなる団結強化Topics③

教えて！
ニシ テツロー！

22春闘トピックス　～未来へつなげる22春闘～
あ　  す
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　２月14日、中国ＢＹＤ社製ＥＶバス車両４台を導入し
た京阪バスを訪問。組合の皆さんとともに会社からヒ
アリングを受けました。「日本製車両と比べた優位点
や実走上・メンテ上の課題は？」と、問うと、①フル充電
で１５０km走行可能、②エネルギーコストも６～７割削
減、③部品供給等サポート体制の充実など、性能面や
コスト面で群を抜いている、とのこと。ＣＯ2の削減は４
台計で年間約１５５トン。ロータリーなどに公共充電設
備があればより普及が進むので、国の長期的な後押
しや理解増進、規格の統一、地域をまきこんだ展開が

必要という意見交換でした。また、ＥＶバスは災害時の非常用電源（１台で一般家庭12軒
分／日の供給が可能）としても期待されています。

　公共交通の未来についても意見交換。自治体
に対しては「中核拠点に集約すれば、効率的なダ
イヤが組めて好循環が生まれる。まちづくりの中
で公共交通のあり方を考えてほしい」、国に対して
は「地域や経営の実情と補助があっていない。経
営基盤を強くする観点で、地方公共交通が生きて
いける制度を」という議論でした。
　鉄道やバスがとまれば日本経済がとまります。
公共交通維持税のような支え合いの仕組みを含
め、労使ともに国へ提案していく時期が来ている
と考えます。
※森屋隆News（2022.2.18）より一部抜粋。
　全文はイントラネットの西鉄労組掲示板に掲載。

組合本部 3月スケジュール
◆７日（月）…事務局会議
◆８日（火）…医療共済幹事会

◆18日（金）…執行委員会（予定）、
　　　　　　 中央委員会（予定）
◆22日（火）…医療共済幹事会

み
ん
な
で

「
カ
チ
」撮
ろ
う
！

み
ん
な
で

「
カ
チ
」撮
ろ
う
！

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
分
会

　

柳
川
乗
務
分
会
は
、毎
年
こ
の

時
期
に
春
闘
行
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。感
染
症
流
行
以
前
は
、ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
、豚
汁
、青
年
女
性
部
合

同
餅
つ
き
大
会
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。し
か
し
、人
が
集
ま
れ
な
い
、む

し
ろ
人
と
の
距
離
を
置
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
中
で
、何
が
で
き
る
だ

ろ
う
と
考
え
た
結
果
、柳
川
駅
前

の
弁
当
販
売
店
と
連
携
し
、分
会

委
員
が
考
え
た「
弁
闘
引
換
券
」を

組
合
員
に
配
り
、春
闘
を
意
識
し

な
が
ら
弁
当
を
食
べ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
地
域
に
も
貢
献
で
き
る

と
い
っ
た
、地
域
に
も
組
合
員
の

方
々
に
も
優
し
い
行
事
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。本
来
な
ら
、人
を
集
め

て
一
致
団
結
し
て
春
闘
を
盛
り
上

げ
る
行
事
を
お
こ
な
い
た
い
の
で
す

が
、時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
知
恵

を
出
し
、新
し
い
形
で
一
致
団
結
し

春
闘
を
盛
り
上
げ
、さ
ら
に
地
域
に

も
貢
献
し
て
い
こ
う
と
常
々
考
え

て
い
る
柳
川
乗
務
分
会
で
す
。

【
教
宣
部
長
　
加
藤 

潤
】

　

昨
年
に
続
き
、春
闘
勝
利
駅
伝

大
会
は
残
念
な
が
ら
中
止
と
な

り
、春
闘
本
番
へ
続
く
流
れ
に
ま
た

も
水
を
差
さ
れ
た
状
況
と
な
り
ま

し
た
。原
因
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

第
６
波
が
蔓
延
し
て
お
り
、一
人
ひ

と
り
が
や
れ
る
こ
と（
手
洗
い
う
が

い・
常
時
マ
ス
ク
着
用
・
不
要
不
急

の
外
出
自
粛
）を
行
っ
て
も
感
染
力

が
強
く
、あ
ら
ゆ
る
場
面
で
リ
ス

ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。い
ち
早

く
日
常
を
取
り
戻
し
、組
合
活
動

を
強
力
に
実
践
す
る
に
は
、我
慢
・

忍
耐
の
日
々
が
し
ば
ら
く
続
く
こ

と
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

電
気
分
会
で
は
、組
合
員
の
方
に

協
力
を
仰
ぎ
、季
節
に
関
係
な
く
常

に
窓
を
開
放
し
て
換
気
を
行
い
、一

人
ひ
と
り
の
机
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
囲

い
接
触
・
飛
沫
を
極
力
遮
断
す
る
な

ど
、感
染
防
止
対
策
を
図
り
つ
つ
、

春
闘
を
た
た
か
い
抜
く
た
め
に

着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
教
宣
部
長
　
野
田 

巧
也
】

　

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
分
会
で
は
、

昨
年
12
月
17
日
、分
会
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
、22
春
闘

諸
行
事
な
ど
、２
０
２
１
年
度
の
教

宣
活
動
に
つ
い
て
報
告
。ま
た
、教
宣

部
長
会
議
の
中
で
受
け
た
講
座「
教

宣
活
動
に
活
か
せ
る
写
真
の
撮
り

方
」で
学
ん
だ
集
合
写
真
の
撮
り
方

や
ポ
イ
ン
ト
、３
分
割
さ
れ
た
グ

リ
ッ
ド
線
の
交
点
に
被
写
体
を
合
わ

せ
る
３
分
割
法
な
ど
、簡
単
に
カ
ッ

コ
良
く
写
真
を
撮
る
ポ
イ
ン
ト
を
分

会
役
員
の
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
ま
し

分会 トピックス

柳
川
乗
務
分
会

「
弁
闘
」で一致
団
結

「
弁
闘
」で一致
団
結

コ
ロ
ナ
禍
で
も

日
々
奮
闘

コ
ロ
ナ
禍
で
も

日
々
奮
闘

電
気
分
会

た
。今
後
も
、よ
り
多
く
の
組
合
員

さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら
い
、教
宣
活

動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。【

教
宣
部
長
　
木
島 

実
】

教えて！
ニシ テツロー！

私鉄総連組織内議員「森屋隆」
参議院議員Ｎews
現場の声とアイデアを国政に、
京阪バス労組訪問

▲EVバス ▲EVバス 

(上)京阪バス本社で意見交換
(下)バス車両充電設備の説明を受ける
(上)京阪バス本社で意見交換
(下)バス車両充電設備の説明を受ける

公共交通の未来

ＥＶバス

─ とどけ！家族みんなのアツい想い!! ─ 　組合員のご家族の皆様を対象とした「22春闘作品展」に、多くの力作をお寄せいただきありがとうございました。
作品は、西鉄労働会館２Ｆで、22春闘妥結収拾まで展示しています（平日９時～17時）。西鉄労組は、ご家族の想い
を背に受け、22春闘を最後までたたかい抜いてまいります。
【作品数】■習字：213作品 ■川柳：98作品 ■図画：34作品 

※急遽変更となる
　場合があります。
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